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(57)【要約】
　無菌環境用の使い捨て撮像デバイスを提供するための
システム、装置、および方法が、開示され、説明される
。関節鏡下手術、腹腔鏡下手術、婦人科手術、および泌
尿器手術を含むがこれらに限定されない汎用的な手術で
使用される使い捨て高解像度カメラが、無菌であり、使
い捨てを保証するように設計された撮像デバイスを含み
得る。撮像デバイスは、筐体に入れられた単一の撮像セ
ンサ、ＣＣＤ（電荷結合素子）またはＣＭＯＳ（相補型
金属酸化膜半導体）のいずれかを有する可能性がある。
撮像デバイスは、Ｃマウントネジまたは別の独自仕様の
もしくは特有の接続方法を用いる、光結合デバイスに取
り付けられる能力をさらに含み得る。撮像デバイスは、
カメラ制御ユニットにおよびカメラ制御ユニットからデ
ータを送信するためのケーブルをさらに含み得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　制御ユニットとともに使用するための、前記制御ユニットと通信する使い捨て(single 
use)撮像デバイスであって、
　筐体と、
　撮像センサと、
　光学系を受けるように構成された、前記筐体内の光学マウントと、
　前記光学マウントの近傍にあり、前記光学系から前記撮像センサへの光の伝達を容易に
するように構成された開口と、
　前記撮像デバイスの特徴を示すデータを含むメモリと、
　前記撮像デバイスと前記制御ユニットの間の電子的な通信を提供するように構成された
電子通信回路とを含む、撮像デバイス。
【請求項２】
　前記メモリを有する主回路をさらに含む請求項１に記載の撮像デバイス。
【請求項３】
　前記撮像デバイスの識別情報を提供するためのシリアル番号を含むデータが、前記メモ
リに保存される請求項１に記載の撮像デバイス。
【請求項４】
　前記撮像デバイスが使用されるたびに計数値が前記メモリ回路に記録されるようにする
ように構成される計数回路をさらに含む請求項１に記載の撮像デバイス。
【請求項５】
　時間計測回路が、前記主回路が電源をオンにされるときに日付および時間の値が前記メ
モリに記録されるようにし、前記時間計測回路が、前記撮像デバイスが使用中である時間
の長さを前記メモリにさらに記録する請求項２に記載の撮像デバイス。
【請求項６】
　メモリに記録された最後の滅菌の日付を含むデータをさらに含む請求項１に記載の撮像
デバイス。
【請求項７】
　メモリに記録されるユーザの設定をさらに含む請求項１に記載の撮像デバイス。
【請求項８】
　メモリに記録される手技に特有の設定をさらに含む請求項１に記載の撮像デバイス。
【請求項９】
　メモリに記録される製造場所のデータをさらに含む請求項１に記載の撮像デバイス。
【請求項１０】
　メモリに記録される製造年月日のデータをさらに含む請求項１に記載の撮像デバイス。
【請求項１１】
　メモリに記録される最後の品質管理チェックの日付をさらに含む請求項１に記載の撮像
デバイス。
【請求項１２】
　第２の優待の装置とともに使用するための撮像デバイスの診断データをさらに含む請求
項１に記載の撮像デバイス。
【請求項１３】
　前記電子通信回路が、前記制御ユニットの対応する電子コネクタと結合するように構成
された電子コネクタを有する有線接続である請求項１に記載の撮像デバイス。
【請求項１４】
　前記有線接続が、前記筐体の対応するソケット構造と機械的に連絡するように構成され
たボールを含む請求項１３に記載の撮像デバイス。
【請求項１５】
　前記ボールのまわりに配置された「Ｏ」リングシールをさらに含み、それによって前記
ボールと前記対応するソケットの間の封止(seal)を形成する請求項１４に記載の撮像デバ
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イス。
【請求項１６】
　前記電子通信回路が、前記制御ユニットの対応するトランシーバと無線で通信するよう
に構成された無線通信トランシーバである請求項１に記載の撮像デバイス。
【請求項１７】
　無線周波数識別が、識別情報を提供するために使用される請求項１に記載の撮像デバイ
ス。
【請求項１８】
　ヒートシンクをさらに含む請求項１に記載の撮像デバイス。
【請求項１９】
　前記メモリが、
　ａ．前記撮像デバイスの動作時間数を示すデータ、
　ｂ．前記撮像デバイスが使用された回数を示すデータ、
　ｃ．一意的な識別コードを示すデータ、
　ｄ．製造年月日を示すデータ、
　ｅ．最後の検証／品質チェックの日付を示すデータ、
　ｆ．製造場所を示すデータ、
　ｇ．前記撮像デバイスが接続された最後の制御ユニットを示すデータ、
　ｈ．診断情報を示すデータ、
　ｉ．手技(settings)に特有の設定を示すデータ、
　ｊ．最後の滅菌(sterilization)の日付を示すデータ、または
　ｋ．特定のユーザ用の特定の設定を示すデータを含む請求項１に記載の撮像デバイス。
【請求項２０】
　前記メモリが、ビデオ設定を含む請求項１９に記載の撮像デバイス。
【請求項２１】
　前記メモリが、ビデオ制御パネルの設定を含む請求項１９に記載の撮像デバイス。
【請求項２２】
　無菌環境で使用するための使い捨て撮像システムを提供するための方法であって、
　メモリを含む滅菌された使い捨て撮像デバイスを提供するステップと、
　補助制御ユニットに前記使い捨て撮像デバイスを電気的に接続するステップと、
　前記制御ユニットに接続した後、前記使い捨て撮像デバイスの前記メモリに、前記撮像
デバイスの特徴を示すデータを記録するステップとを含む、方法。
【請求項２３】
　前記撮像デバイスの最初の使用を示す開始時間をメモリに記録するステップと、
　前記撮像デバイスの使用の継続時間を計測するステップと、
　終了時間をメモリに記録するステップとをさらに含む請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記滅菌された使い捨て撮像デバイスが、
　前記撮像デバイスのコンポーネントを収容するように構成された筐体と、
　特徴(features)が作動される(actuated)ように、操作者が行うのを補助するように構成
された制御パネルと、
　医療用光学系を受けるように構成されたマウントと、
　時間計測回路と、
　計数回路と、
　メモリ回路と、
　前記マウントの近傍にあり、前記医療用光学系から撮像センサへの光の伝達を容易にす
るように構成された開口とを含む請求項２２に記載の方法。
【請求項２５】
　前記制御ユニットが、
　撮像デバイスの電子入力と、
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　ユーザが読むことができる制御パネルと、
　ビデオ出力と、
　ビデオ入力とを含む請求項２２に記載の方法。
【請求項２６】
　値を所定のパラメータと比較するステップをさらに含み、前記値が前記パラメータの範
囲外である場合に、前記撮像デバイスが、エラーメッセージを返し、動作しなくなる請求
項２２に記載の方法。
【請求項２７】
　前記制御ユニットによって生成され、メモリに保存された計数値を所定のパラメータと
比較するステップをさらに含み、前記計数値が前記パラメータの範囲内である場合に、前
記撮像デバイスが、メッセージを返し、動作するようになる請求項２２に記載の方法。
【請求項２８】
　前記使い捨て撮像デバイスが動作した時間の長さを所定のパラメータと比較するステッ
プをさらに含み、前記撮像デバイスが使用された前記時間の長さが前記パラメータの範囲
外である場合に、前記撮像デバイスが、エラーメッセージを返し、動作しなくなる請求項
２２に記載の方法。
【請求項２９】
　前記撮像デバイスの製造年月日が、前記メモリに保存され、前記制御ユニットによって
読まれる請求項２２に記載の方法。
【請求項３０】
　前記制御ユニットが、前記製造年月日をメモリから読み、前記製造年月日を所定の日付
と比較し、前記製造年月日が前記所定の日付を超えている場合に、前記撮像デバイスが動
作しなくなり、メッセージが操作者に対して表示される請求項２９に記載の方法。
【請求項３１】
　前記撮像デバイスが使用されたかどうかを読むステップと、メモリに保存されたパッケ
ージをした日付を読むことによって前記撮像デバイスの滅菌を検証するステップとをさら
に含む請求項２２に記載の方法。
【請求項３２】
　前記制御ユニットが、メモリから読まれた前記パッケージした日付を読み、前記パッケ
ージした日付を所定の日付と比較し、前記パッケージした日付が前記所定の日付を超えて
いる場合に、前記撮像デバイスが動作しなくなり、メッセージが操作者に対して表示され
る請求項３１に記載の方法。
【請求項３３】
　前記撮像デバイスが最後に滅菌された日付を、前記撮像デバイスのメモリから読むステ
ップをさらに含む請求項２２に記載の方法。
【請求項３４】
　前記制御ユニットが、前記撮像デバイスが最後に滅菌された前記日付をメモリから読み
、前記日付を所定の日付と比較し、前記撮像デバイスが滅菌された前記日付が前記所定の
日付を超えている場合に、前記撮像デバイスが動作しなくなり、メッセージが操作者に対
して表示される請求項３３に記載の方法。
【請求項３５】
　前記撮像デバイスの使用中になされた設定変更をメモリに保存するステップをさらに含
む請求項２２に記載の方法。
【請求項３６】
　前記撮像デバイスがオフにされる時間と前記撮像デバイスがオンに戻される時間との間
の継続時間を記録するステップと、前記継続時間をメモリに記録するステップとをさらに
含む請求項２２に記載の方法。
【請求項３７】
　前記制御ユニットを使用して、メモリに記録された前記継続時間を所定の継続時間と比
較するステップをさらに含み、メモリに記録された前記継続時間が前記所定の継続時間を
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超える場合に、前記撮像デバイスが動作しないようにされ、エラーメッセージが操作者に
対して表示される請求項３６に記載の方法。
【請求項３８】
　前記制御ユニットを使用して、前記撮像デバイスのメモリに書き込まれた安全データを
読むステップと、前記安全データを所定の値と比較するステップとをさらに含み、前記安
全データが前記所定の値の範囲外である場合に、前記撮像デバイスが、安全基準を満たさ
ないために動作しないようにされる請求項２２に記載の方法。
【請求項３９】
　前記メモリをリセットするステップをさらに含む請求項２２に記載の方法。
【請求項４０】
　　撮像デバイスの入力
　を含む制御ユニットと、
　　筐体、
　　メモリ、
　　撮像センサ、
　　光学系から前記撮像センサへの光の伝達を容易にするように構成された開口
　を含み、撮像デバイスの識別情報を提供するためのシリアル番号が、前記メモリに保存
される使い捨て撮像デバイスと、
　前記撮像デバイスと前記制御ユニットの間の通信接続とを含む撮像システム。
【請求項４１】
　前記撮像センサが、前記メモリを有する主回路に電気的に接続される請求項４０に記載
の撮像システム。
【請求項４２】
　前記撮像デバイスが使用されるたびに計数値が前記メモリに記録されるようにするよう
に構成される計数回路をさらに含む請求項４０に記載の撮像システム。
【請求項４３】
　時間計測回路が、主回路が電源をオンにされるときに日付および時間の値が前記メモリ
に記録されるようにし、前記時間計測回路が、前記撮像デバイスが使用中である時間の長
さを前記メモリにさらに記録する請求項４０に記載の撮像システム。
【請求項４４】
　前記撮像デバイスが最後に滅菌された日付を示す、メモリに記録されたデータをさらに
含む請求項４０に記載の撮像システム。
【請求項４５】
　ユーザの設定を示す、メモリに記録されたデータをさらに含む請求項４０に記載の撮像
システム。
【請求項４６】
　手技に特有の設定を示す、メモリに記録されたデータをさらに含む請求項４０に記載の
撮像システム。
【請求項４７】
　製造場所を示す、メモリに記録されたデータをさらに含む請求項４０に記載の撮像シス
テム。
【請求項４８】
　製造年月日を示す、メモリに記録されたデータをさらに含む請求項４０に記載の撮像シ
ステム。
【請求項４９】
　前記撮像デバイスが最後に品質管理チェックをされた日付を示す、メモリに記録された
データをさらに含む請求項４０に記載の撮像システム。
【請求項５０】
　第２の優待の装置とともに使用するための撮像デバイスの診断データをさらに含む請求
項４０に記載の撮像システム。
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【請求項５１】
　前記制御ユニットが、ビデオ出力を含み、前記システムが、前記制御ユニットの対応す
る電子コネクタと結合するように構成された電子コネクタを有する有線接続である電子通
信回路をさらに含む請求項４０に記載の撮像システム。
【請求項５２】
　前記有線接続が、前記筐体の対応するソケット構造と機械的に連絡するように構成され
たボールを含む請求項５１に記載の撮像システム。
【請求項５３】
　「Ｏ」リングシールが前記ボールのまわりに配置され、それによって前記ボールと前記
対応するソケットの間の封止を形成する請求項５２に記載の撮像システム。
【請求項５４】
　前記制御ユニットの対応するトランシーバと無線で通信するように構成された無線通信
トランシーバである電子通信回路をさらに含む請求項４０に記載の撮像システム。
【請求項５５】
　無線周波数識別が、識別情報を提供するために使用される請求項４０に記載の撮像シス
テム。
【請求項５６】
　前記撮像デバイスが、ヒートシンクをさらに含む請求項４０に記載の撮像システム。
【請求項５７】
　前記撮像デバイスが使用されるたびに計数値が前記メモリに記録されるようにするよう
に構成される計数回路をさらに含む請求項４０に記載の撮像システム。
【請求項５８】
　主回路が電源をオンにされるときに日付および時間の値が前記メモリに記録されるよう
にする時間計測回路をさらに含み、前記時間計測回路が、前記撮像デバイスが使用中であ
る時間の長さを前記メモリにさらに記録する請求項４０に記載の撮像システム。
【請求項５９】
　撮像デバイスの状態のＬＥＤ表示をさらに含む請求項４０に記載の撮像システム。
【請求項６０】
　ユーザによって複数の位置に配置可能であるタッチスクリーンＬＣＤパネルをさらに含
む請求項４０に記載の撮像システム。
【請求項６１】
　使い捨て撮像デバイスを更新するための方法であって、
　前記撮像デバイスが滅菌されたことを示す値を前記撮像デバイスのメモリに書き込むス
テップと、
　品質管理チェックを行うステップと、
　前記使い捨て撮像デバイスを滅菌し、パッケージするステップとを含む、方法。
【請求項６２】
　前記撮像デバイスの識別情報を提供するための、前記撮像デバイスの前記メモリに保存
されたシリアル番号を読むステップを含む請求項６１に記載の方法。
【請求項６３】
　前記撮像デバイスが使用されるたびに前記撮像デバイスの前記メモリに記録される計数
値を読むステップを含む請求項６１に記載の方法。
【請求項６４】
　前記撮像デバイスが使用中である時間の長さを示す、前記撮像デバイスの前記メモリに
記録された日付および時間の値を読むステップを含む請求項６１に記載の方法。
【請求項６５】
　前記撮像デバイスがもっとも最近滅菌されたときを示すデータを読むステップを含む請
求項６１に記載の方法。
【請求項６６】
　前記撮像デバイスの前記メモリに記録されたユーザの設定を示すデータを読むステップ
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を含む請求項６１に記載の方法。
【請求項６７】
　前記撮像デバイスの前記メモリに記録された手技に特有の設定を示すデータを読むステ
ップを含む請求項６１に記載の方法。
【請求項６８】
　もっとも最近使用した場所を示す、前記撮像デバイスのメモリに記録されたデータを読
むステップを含む請求項６１に記載の方法。
【請求項６９】
　前記撮像デバイスが最後に品質管理チェックをされた日付を示す、メモリに記録された
データを読むステップを含む請求項６１に記載の方法。
【請求項７０】
　前記無線通信が、無線周波数、赤外線、超音波、および光を含む群から選択された無線
技術を使用する請求項１６に記載の撮像デバイス。
【請求項７１】
　無菌環境においてユーザに使い捨て撮像デバイスを提供するためのシステムであって、
　撮像デバイスの妥当性を検証するためのセキュリティコードと、
　制御ユニットに前記セキュリティコードに関するデータを提供するためのデータサーバ
とを含み、
　前記制御ユニットが、使用の前に前記撮像デバイスの前記セキュリティコードを認証す
るように構成される、システム。
【請求項７２】
　前記データサーバが、ネットワークを介して前記制御ユニットと通信するように構成さ
れる請求項７１に記載のシステム。
【請求項７３】
　前記データサーバからデータを受信するように構成され、前記制御ユニットにデータを
転送するように構成されたメモリデバイスをさらに含む請求項７１に記載のシステム。
【請求項７４】
　撮像デバイスの使用を認証するための前記セキュリティコードが、在庫管理に関するデ
ータを含む請求項７１に記載のシステム。
【請求項７５】
　撮像デバイスの使用を認証するための前記セキュリティコードが、安全管理に関するデ
ータを含む請求項７１に記載のシステム。
【請求項７６】
　撮像デバイスの使用を認証するための前記セキュリティコードが、リコール情報に関す
るデータを含む請求項７１に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、概して、手術領域を視覚化するために外科手術中に使用される撮像デバイス
に関し、必ずしも完全にではないが、より具体的には、制御ユニットとともに使用するた
めの、制御ユニットと通信する撮像デバイス、ならびに撮像デバイスと制御ユニットとの
間の通信のシステム、方法、およびプロセスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡手術が、医療分野で急速に発展しつつある。内視鏡検査法は、小さなまたは最小
限の切開部を通して体腔に管状部材を挿入することによって体腔の内部または臓器の内面
を分析するために使用される低侵襲手術である。従来の内視鏡は、概して、光源と、体腔
の内部を視覚化するための撮像センサまたは撮像デバイスとを備えた器具である。関節鏡
、血管内視鏡、気管支鏡、胆道鏡（ｃｈｏｌｅｄｏｃｈｏｓｃｏｐｅ）、大腸内視鏡、サ
イトスコープ（ｃｙｔｏｓｃｏｐｅ）、十二指腸内視鏡、小腸内視鏡、上部消化管内視鏡
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(胃鏡)、腹腔鏡、喉頭鏡、鼻咽頭－ネプロスコープ（ｎａｓｏｐｈａｒｙｎｇｏ－ｎｅｐ
ｒｏｓｃｏｐｅ）、Ｓ状結腸鏡、胸腔鏡、および尿管鏡（ｕｔｅｒｅｒｓｃｏｐｅ）（全
体的に「内視鏡」と呼ばれる）を含むが必ずしもこれらに限定されない内視鏡の領域全体
で、広範な応用が開発されてきた。内視鏡検査法の利点は、比較的小さな外科的切開およ
び比較的少ない軟部組織の損傷を含む。結果として、患者の不快さおよび痛みが大幅に軽
減され、回復時間が短くなる。
【０００３】
　内視鏡を利用して行われる低侵襲手術の利点は、医療分野でよく知られており、理解さ
れている。その結果、例えば、診断、監視、治療、手術の器具、道具、およびアクセサリ
（集合的に「道具」）を医師の内視鏡の観察領域および作業空間に運ぶための、内視鏡と
ともに使用するデバイスが、増え続けている。
【０００４】
　手術部位の画像を形成する部分として、内視鏡は、光源および撮像センサを含む。内視
鏡は、診断、監視、治療、または手術の道具を内視鏡に通すためのワーキングチャンネル
（ｗｏｒｋｉｎｇ　ｃｈａｎｎｅｌ）などの、体内での観察または手術のための２つ以上
の管状部材を組み込むこともある。内視鏡は、ガラスレンズおよび調整可能な接眼レンズ
またはアイピース、光導体のための横方向接続部、焦点調節を可能にするアダプタ、なら
びにカメラヘッドを含む。この構成は、ビデオ内視鏡とも呼ばれる。
【０００５】
　手術室および手術用品の厳密な滅菌がいかなる手術中にも必要とされることは、自明で
ある。「サージカルシアター（ｓｕｒｇｉｃａｌ　ｔｈｅａｔｅｒ）」、すなわち、手術
室または治療室において必要とされる厳密な衛生状態および滅菌状態は、すべての医療デ
バイスおよび医療用品の可能な限り高い無菌性を必要とする。その滅菌プロセスの一部は
、内視鏡ならびにその付属品およびコンポーネントを含む、患者に接触するあらゆるもの
を滅菌する必要である。近年、膝または股関節移植材料（ｉｍｐｌａｎｔ）などの外科用
移植材料を含むパッケージと同様のパッケージされた滅菌製品として使い捨ての内視鏡お
よびコンポーネントを提供する傾向がある。内視鏡検査法の観点で言えば、その傾向は、
従来の滅菌手順によって新しい手術のたびに再度使える状態に調整された内視鏡を使用す
る代わりに、滅菌されたパッケージで病院に届けられる使い捨ての内視鏡およびコンポー
ネントを使用することを意味する。この傾向のため、それぞれの内視鏡およびそのコンポ
ーネントが適切に使い捨て用に扱われ、使用され、滅菌され、かつ従来の滅菌手順を用い
て簡単に再滅菌されないことを保証することが、ますます難しくなった。
【０００６】
　ビデオ内視鏡の従来の欠点または問題には、画像品質が悪いこと、滅菌の必要があるこ
と、および製造コストが高いことが挙げられる。これらの問題および潜在的なその他の問
題に対処するために、本開示は、使い捨て撮像デバイスを提供および再生するための独自
の方法、システム、およびプロセスに加えて、独自の撮像デバイスまたは撮像センサを利
用する。
【０００７】
　本開示の特徴および利点は、以下に続く説明に記載され、その説明からある程度明らか
になり、または過度の実験なしに本開示を実施することによって知られ得る。本開示の特
徴および利点は、本明細書において具体的に示された器具および組み合わせを用いて実現
および獲得され得る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　一実施形態は、関節鏡下手術、腹腔鏡下手術、婦人科手術、および泌尿器手術を含むが
これらに限定されない汎用的な手術で使用される使い捨てカメラを含み得る。一実施形態
は、無菌であり、使い捨てを保証するように設計された撮像デバイスを含み得る。一実施
形態は、成形されたプラスチック筐体に入れられた単一の撮像センサ、ＣＣＤ（電荷結合
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素子）またはＣＭＯＳ（相補型金属酸化膜半導体）のいずれかを含む撮像デバイスである
可能性がある。撮像デバイスは、ＣマウントネジおよびＣＳマウントネジ、または別の独
自仕様のもしくは特有の接続方法を用いて光結合デバイス（ｏｐｔｉｃａｌ　ｃｏｕｐｌ
ｉｎｇ　ｄｅｖｉｃｅ）に取り付けられることになる手段をさらに含み得る。特定の結合
手段が必要とされないように一体型の光学系を含むことは、本開示の範囲内である。撮像
デバイスは、カメラ制御ユニットにおよびカメラ制御ユニットからデータを送信するため
のケーブルまたは無線による方法をさらに含み得る。
【０００９】
　一実施形態において、撮像デバイスが手技、または製造業者においてチェックされる品
質管理（ＱＣ）で使用されるたびに、情報が撮像デバイスのメモリに記録される。この情
報は、使用時間、使用期限などを評価するために使用され得る。一実施形態は、撮像デバ
イスが一度だけ使用されること、および撮像デバイスが使用しても安全であることを保証
するための特徴を含み得る。一実施形態において、撮像デバイスは、カメラヘッドがカー
ディアックフローティング（ｃａｒｄｉａｃ　ｆｌｏａｔｉｎｇ）（ＣＦ）およびボディ
ーフローティング（ｂｏｄｙ　ｆｌｏａｔｉｎｇ）（ＢＦ）ＩＳＯ規格を満たすことを保
証するための露出したニュートラルセンサヒートシンク（ｎｅｕｔｒａｌ　ｓｅｎｓｏｒ
　ｈｅａｔ　ｓｉｎｋ）を有するプラスチックで完全に覆われる可能性がある。一実施形
態は、品質管理チェックが行われた後、現場でコンソールに接続されたときに、その時の
時刻を打刻され得る撮像デバイスを含む可能性がある。この時刻は、使用の基準として用
いられ得る。撮像デバイスが、滅菌サイクルに等しい可能性がある所定の期間電源を落と
される場合、撮像デバイスは、機能しなくなる。撮像デバイスは、カメラが既に使用され
ており、現在の動作を許さないことをユーザに告げる画面上のメッセージを表示すること
ができる。これらの特徴は、撮像デバイスが滅菌サイクルにつき２回以上使用されないこ
とを保証し、適切な滅菌が製造業者またはその他の認められた供給源によって行われるこ
とをさらに保証する。この機能は、正しくないまたは安全でない使用から患者および医師
を守ることになる。
【００１０】
　一実施形態において、アクティブな撮像デバイスが、制御ユニットに取り付けられ得る
。制御ユニットは、最後の滅菌の日付をチェックし、撮像デバイスが所定の安全な日付よ
りも古くないことを保証する。撮像デバイスが必要とされる日付よりも古い場合、画面上
の警告が、撮像デバイスが期限切れであり、使用するのに安全でないことをユーザに告げ
る。これらの特徴は、患者および医師が滅菌されていない撮像デバイスを使用することを
防ぐ。
【００１１】
　一実施形態において、制御ユニットによって使用に関して撮像デバイスを識別および認
証するセキュリティコードまたは何らかのその他の手段が、撮像デバイスが使用を認めら
れることを検証するために提供され得る。認証用セキュリティコードまたは認証の手順は
、メモリを含むＵＳＢデバイスなどのポータブルストレージデバイス、別のコンピュータ
、またはその他のストレージデバイスから直接転送することによって、インターネットを
介して中央データベースから制御ユニットに配布され得る。
【００１２】
　本開示の特徴および利点は、添付の図面に関連して示される以下の詳細な説明を考察す
ることによって明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本開示の教示および原理により作製された、本開示の特徴の一実施形態の図であ
る。
【図２】本開示の教示および原理により作製された撮像システムの一実施形態の図である
。
【図３】本開示の教示および原理により作製された、無線の特徴を有する撮像システムの
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図である。
【図４】撮像デバイスから分離されているが、補助装置に接続されたままであるように示
された、本開示の教示および原理により作製された制御ユニットの一実施形態の図である
。
【図５】本開示の教示および原理により作製された、制御ユニットのディスプレイの一実
施形態の図である。
【図６】本開示の教示および原理により作製された、収納位置または閉位置の制御ユニッ
トの格納式ディスプレイの一実施形態の図である。
【図６Ａ】本開示の教示および原理により作製された、開位置の制御ユニットの格納式デ
ィスプレイの一実施形態の図である。
【図７】本開示の教示および原理により作製された撮像デバイスのヘッドの一実施形態の
断面図である。
【図８】本開示の教示および原理により作製された撮像デバイスのヘッドの一実施形態の
断面図である。
【図９】本開示の教示および原理により作製された撮像デバイスのヘッドの一実施形態の
断面図である。
【図１０】本開示の教示および原理により作製された、ボールジョイントを有する撮像デ
バイスのヘッドの一実施形態の断面図である。
【図１１】本開示の教示および原理により作製された撮像デバイスのヘッドの一実施形態
の断面図である。
【図１２】本開示の教示および原理により作製された撮像システムの一実施形態のレイア
ウト図である。
【図１３】本開示の教示および原理により作製された撮像システムの一実施形態のメモリ
の概略図である。
【図１４】本開示の教示および原理による方法の一実施形態を示す図である。
【図１５】本開示の教示および原理による方法の一実施形態を示す図である。
【図１６】本開示の教示および原理による方法の一実施形態を示す図である。
【図１７】本開示の教示および原理による使用の方法の一実施形態を示す図である。
【図１８】本開示の教示および原理による、使用後に撮像デバイスを再生する方法の一実
施形態を示す図である。
【図１９】本開示の教示および原理による、無菌環境で使用するための撮像デバイスを作
製する方法の一実施形態を示す図である。
【図２０】撮像デバイスシステムを更新するための方法の一実施形態を示す図である。
【図２１】撮像システムに更新を提供するためのシステムの一実施形態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本開示による原理の理解を促進するために、ここで、図面に示された実施形態への参照
がなされ、当該実施形態を説明するために特定の言い回しが使われる。しかしながら、そ
れらによって本開示の範囲を限定することは意図されていないことが理解される。関連技
術に精通しており、かつ本開示を手にした者が通常気付くであろう本明細書に示された発
明の特徴のあらゆる変更およびさらなる修正、ならびに本明細書に示された本開示の原理
のあらゆる追加的な応用は、特許請求された本開示の範囲内にあるとみなされなければな
らない。
【００１５】
　使い捨て撮像デバイスを提供および再生するためのデバイス、システム、方法、および
プロセスが開示され、説明される前に、本開示は、本明細書で開示される特定の実施形態
、構成、またはプロセスのステップがある程度変わり得るので、そのような実施形態、構
成、またはプロセスのステップに限定されないことを理解されたい。本開示の範囲は、少
しでもあれば添付の特許請求の範囲およびその均等物によってのみ限定されることになる
ので、本明細書において使用される用語は、特定の実施形態を説明することのみを目的に
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使用され、限定することを意図されていないことも理解されたい。
【００１６】
　本開示の対象を説明および特許請求する際に、以下の用語が、以下に示される定義にし
たがって用いられる。
　本明細書および添付の特許請求の範囲で使用されるとき、単数形の「ａ」、「ａｎ」、
および「ｔｈｅ」は、文脈がはっきりとそうでないことを示さない限り、複数の指示対象
を含むことに留意されたい。
【００１７】
　本明細書で使用されるとき、用語「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」、「含む（ｉｎｃ
ｌｕｄｉｎｇ）」、「含む（ｃｏｎｔａｉｎｉｎｇ）」、「～を特徴とする（ｃｈａｒａ
ｃｔｅｒｉｚｅｄ　ｂｙ）」、およびそれらの文法的に等価な表現は、追加的な未記載の
要素または方法のステップを除外しない包括的または非限定的な用語である。
【００１８】
　本明細書で使用されるとき、語句「～からなる（ｃｏｎｓｉｓｔｉｎｇ　ｏｆ）」およ
びその文法的に等価な表現は、請求項に明記されていないいかなる要素、ステップ、また
は成分も除外する。
【００１９】
　本明細書で使用されるとき、語句「本質的に～からなる（ｃｏｎｓｉｓｔｉｎｇ　ｅｓ
ｓｅｎｔｉａｌｌｙ　ｏｆ）」およびその文法的に等価な表現は、請求項の範囲を、明記
された構成要素またはステップと、特許請求された開示の基本的および新規の１つの特徴
または複数の特徴に実質的に影響しない構成要素またはステップとに限定する。
【００２０】
　最初に図１を参照して、本開示の特徴の一実施形態が、全体的に検討される。図１は、
制御ユニット１２０に電子的におよび物理的に有線接続され得るリモート撮像デバイス１
１０を用いてデジタル画像を提供するためのシステム１００を示す。制御ユニット１２０
は、手術室、医院、または歯科医院などの無菌環境において使い捨て機能および安全性を
提供するために撮像デバイス１１０とデータを交換するように構成され得る。さらに、制
御ユニット１２０は、機能を高めるためにコンピュータ１３０または外部モニタ１４０に
電気的に接続され得る。
【００２１】
　ここで、撮像システム１００がより詳細に検討される図２を参照する。図２に示される
ように、撮像デバイス１１０は、制御ユニット１２０の対応する電子コネクタ１２６と電
子的におよび物理的にインタラクションするように構成された、撮像デバイス１１０の電
子コネクタ１１４によって、制御ユニット１２０から接続または分離され得る。制御ユニ
ット１２０から撮像デバイス１１０を分離する能力は、使用済みの撮像デバイス１１０を
、滅菌され、更新された撮像デバイス１１０で簡単に置き換える能力を提供する。撮像デ
バイス１１０は、概して、ヘッド部１１２を電子コネクタ１１４から離れて配置すること
ができ、それによって、使用中のヘッド部１１２の動きやすさを高める。
【００２２】
　さらに図２に示されるのは、撮像デバイス１１０の対応する電子コネクタ１１４を受け
るための電子コネクタ１２６を内部に有する制御ユニット１２０の一実施形態である。制
御ユニット１２０は、手技中に操作者またはユーザに情報を伝達するためのディスプレイ
１２８も有する可能性がある。ディスプレイ１２８は、操作者が命令を入力するか、また
はどの情報が表示されているかを変更することを可能にするインタラクティブ機能も含む
可能性がある。そのような機能は、広く知られているタッチスクリーンシステムによって
提供され得る。制御ユニットは、機能を高めるためのその他の装置に画像データを転送す
るためのビデオ入力１２２およびビデオ出力１２４も有する可能性がある。図１に示され
るように、よくある装置は、コンピュータ１３０または外部モニタ１４０である可能性が
ある。
【００２３】
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　ここで図３を参照して、無線の能力および無線の特徴を有する撮像システム３００が、
検討される。図３に示されるように、撮像デバイス３１０は、Ｗｉｆｉ、赤外線、Ｂｌｕ
ｅｔｏｏｔｈなどの無線送信によって制御ユニット３２０と通信することができる。任意
の利用可能なスペクトルからの無線周波数、あらゆる構成の赤外線、超音波、および光を
含むがこれらに限定されない無線による有線接続でない接続のその他の形式が、撮像デバ
イス３１０と制御ユニット３２０の間の通信を提供するために使用される可能性もある。
撮像デバイス３１０は、以下でより詳細に検討される撮像センサ、メモリ、および関連す
る回路を収容するヘッド部３１２を含み得る。ヘッド部３１２は、制御ユニット３２０に
収容される対応する無線トランシーバ３２２と通信するための無線トランシーバ３１４を
さらに含み得る。無線送信によってヘッド部３１２を制御ユニット３２０から切り離す能
力は、使用済みの撮像デバイスを、滅菌され、更新された撮像デバイスで簡単に置き換え
ることを可能にし得る。言い換えると、無線通信は、上述の無線技術のいずれかを用いて
、前記制御ユニットの対応するトランシーバと無線通信するように構成された無線通信ト
ランシーバである電子通信回路によって可能にされ得る。また、無線機能は、使用中のヘ
ッド部３１２の動きやすさを高める。無線の特徴および機能は、本明細書で開示された実
施形態または本開示の範囲内に入る実施形態のうちのいずれかに組み込まれ得ることが理
解される。
【００２４】
　さらに図３に示されるのは、無線の能力および無線の特徴を有する制御ユニット３２０
の一実施形態である。トランシーバ３２２が、撮像デバイス３１０に無線データを送受信
するための制御ユニット３２０の部分に、または撮像デバイス３１０に無線データを送受
信するための制御ユニット３２０の部分として提供され得る。制御ユニット３２０は、手
技中に操作者またはユーザに情報を伝達するためのディスプレイ３２８も有する可能性が
ある。ディスプレイ３２８は、操作者が命令を入力するか、またはどの情報が表示されて
いるかを変更することを可能にするインタラクティブ機能も含む可能性がある。そのよう
な機能は、広く知られているタッチスクリーンシステムによって提供され得る。制御ユニ
ット３２０は、機能を高めるためのその他の装置に画像データを転送するためのビデオ入
力３２１およびビデオ出力３２４も有する可能性がある。図１に示されるように、よくあ
る装置は、コンピュータ１３０または外部モニタ１４０である可能性がある。有線通信の
能力および無線通信の能力の両方を含む撮像システムを含むことは、本開示の範囲内であ
る。
【００２５】
　図４に示されるのは、補助装置に接続されているように示されている、撮像デバイスか
ら切り離された制御ユニット４２０の一実施形態である。撮像デバイスにデータを転送し
、撮像デバイスからデータを転送するためのコネクタ４２６が、その制御ユニット４２０
内に設けられ得る。撮像デバイスを切り離す能力は、使用済みの撮像デバイスを、滅菌さ
れ、更新された撮像デバイスで簡単に置き換えることを可能にし得る。制御ユニット４２
０は、手技中に操作者に情報を伝達するためのディスプレイ４２８も有する可能性がある
。ディスプレイ４２８は、操作者が命令を入力するか、またはどの情報が表示されている
かを変更することを可能にするインタラクティブ機能も含む可能性がある。そのような機
能は、広く知られているタッチスクリーンシステムによって提供され得る。制御ユニット
は、機能を高めるためのその他の装置に画像データを転送するためのビデオ入力４２１お
よびビデオ出力４２４も有する可能性がある。よくある装置は、システム４００の技術的
な機能を高めることにより、そこのコンピュータ４３０または外部モニタ４４０である可
能性がある。コンピュータ４３０は、撮像システムからのデジタル出力を保存するために
使用される可能性があり、またはシステムを拡張し、システム内のさらなる調整を行うた
めに使用される可能性がある。外部モニタ４４０は、システムを使用する際に、リアルタ
イムのデジタル画像を示して操作者を補助するため、または記録されたデジタル画像を後
で見直し、検討するために使用され得る。
【００２６】
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　ここで図５を参照して、制御ユニット４２０の一部である可能性がある制御ユニットデ
ィスプレイ４２８の一実施形態が、より詳細に検討される。ディスプレイ４２８は、液晶
設計（ＬＣＤ）のデジタルディスプレイである可能性があり、またはディスプレイは、Ｌ
ＣＤと同等の何らかのその他の技術である可能性があり、操作者またはユーザがシステム
４００に命令を入力するためのタッチスクリーン機能および能力を有する可能性がある。
本明細書で検討される実施形態は、入力部４２８ａおよび４２８ｂを有する可能性があり
、それによって操作者またはユーザは、システム４００に命令を入力することができる。
実施形態は、ユーザにシステム４００のコンポーネントの動作状態について知らせる状態
部４２８ｃをさらに含み得る。例えば、表示部４２８ｃは、撮像デバイス４１０が既に使
用されたか、または手技に適さないとみなされた場合、取り付けられた撮像デバイス４１
０の状態に関連するエラーメッセージを表示することができる。ディスプレイ４２８は、
操作者またはユーザに対して指示およびさらなる情報を提供する専用メッセージ部４２８
ｄも有する可能性がある。ディスプレイ４２８の構成は、さらなる機能を提供するために
使用中に変わり得る。複数のディスプレイ４２８は、本開示で想定されており、本開示の
範囲内に入り、代替的に、またはこの実施形態とともに使用され得る。一実施形態は、制
御ユニット内に制御を目的とするキーパッドまたはボタンパッドを含む可能性がある。
【００２７】
　図６および６Ａに示されるのは、制御ユニット４２０の格納式ディスプレイ４２８の一
実施形態である。ディスプレイ４２８は、ディスプレイ４２８が使用されていないときに
ディスプレイ４２８を保護するために使用され得る、（図６にもっともよく示される）制
御ユニット４２０内の第一の位置または収納位置を有する可能性がある。図６Ａのディス
プレイ４２８’は、ディスプレイが外側に引き出され、回転されたときに、より多くのユ
ーザが読める位置にどのようにして配置され得るかを示す。図６および６Ａに示されるよ
うに、ディスプレイは、通路にスライド式に出し入れされ、軸のまわりに回転させられて
、ディスプレイ４２８をさまざまな位置に配置することができる。
【００２８】
　図７に示されるのは、撮像デバイスのヘッド７１２の一実施形態の断面図である。撮像
デバイスのヘッド７１２は、プラスチックまたは金属などの好適な剛性のある材料で作ら
れた筐体７１０を含み得る。筐体７１０は、内部の回路を保護するために流体およびガス
から密閉され、滅菌および更新に好適な表面を設けることができる。撮像デバイスのヘッ
ド７１２は、撮像デバイスのヘッド７１２の操作のためのボタン７２１および７２２を有
するユーザ入力パネル７２０をさらに含み得る。追加のボタンが設けられてもよく、ボタ
ンの機能は、所与の手技または所与の操作者向けにカスタマイズされ得る。制御パネル７
２０は、電気的なコネクタ７２６によって撮像デバイスのヘッド７１２のその他の回路に
内部的に接続され得る。
【００２９】
　さらに図７に示されるように、撮像デバイスのヘッド７１２は、ねじ式アクセサリ、例
えば、２．５４ｃｍ（１インチ）ねじ式アクセサリを受けるためのＣマウントシステムな
どの光学マウントシステム７５０を含み得る。光学アクセサリから撮像センサ７７５への
光の伝達を容易にするために、窓７５５がこの実施形態にさらに組み込まれ得る。撮像セ
ンサ７７５は、支持プリント回路基板または支持基板７７０に取り付けられ得る。撮像セ
ンサ７７５を主回路または主プリント回路基板７６０に電子的に接続するための電子コネ
クタ７７８が、組み込まれ得る。主配線用ハーネス７８２が、有線接続７８０に組み込ま
れる可能性があり、それによって、撮像デバイスのヘッド７１２のコンポーネントを制御
ユニットに電気的に接続する。
【００３０】
　撮像デバイスのヘッド７１２は、撮像デバイスのヘッド７１２内にデータを保存するこ
とを可能にするメモリ７８８またはメモリ回路をさらに含み得る。メモリは、情報（デー
タ）を記録（保存）することができる任意のデータストレージデバイスであってよいこと
が理解される。メモリ７８８に保存または書き込みされ得るデータは、撮像デバイスを一
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意に識別する識別シリアル番号を含む可能性がある。メモリ７８８に保存または書き込み
され得るその他のデータは、撮像デバイスが使用された時間の長さ、すなわち動作時間、
または撮像デバイスの電源がオンであった時間の長さなどのデータを含む可能性がある。
メモリ７８８に書き込みされ得るデータは、撮像デバイスの動作状態を示す滅菌データま
たは更新データを含む可能性がある。メモリ７８８に保存または書き込みされ得るデータ
は、製造年月日、最後の検証もしくは品質管理チェックの日付、製造場所などのデータを
含む可能性があり、すなわち、名称、都市、州、番地など、撮像デバイスのヘッドが取り
付けられた最後の制御ユニット、撮像デバイスのヘッドの診断情報、撮像デバイスのヘッ
ドに対する特定の手技の設定、または外科医などの操作者もしくはユーザ用の好ましい設
定を含み得る。撮像デバイスの上記の特徴またはその他の特徴を示すデータが、撮像デバ
イス内のメモリに記録され得る。
【００３１】
　メモリ７８８は、不正使用または意図されていない使用を防ぐために暗号で保護され得
る。メモリ７８８は、本開示の範囲を逸脱することなしに、撮像デバイス内の撮像デバイ
スのヘッド以外の任意の場所に配置されてよいことに留意されたい。メモリ７８８は、さ
まざまな度合いのデータ永続性を提供する永続的部分または準永続的部分を含み得る。
【００３２】
　図８に示されるのは、撮像デバイスのヘッド８１２の一実施形態の断面図である。撮像
デバイスのヘッド８１２は、プラスチックまたは金属などの好適な剛性のある材料で作ら
れた筐体８１０を含み得る。筐体８１０は、内部の回路を保護するために流体およびガス
から密閉され、滅菌および更新に好適な表面を設けることができる。撮像デバイスのヘッ
ド８１２は、ボタン８２１および８２２を有するユーザ入力パネル８２０をさらに含み得
る。追加のボタンが設けられてもよく、ボタンの機能は、所与の手技および／または所与
の操作者向けにカスタマイズされ得る。制御パネル８２０は、電気的なコネクタ８２６に
よって撮像デバイスのヘッド８１２のその他の回路に内部的に接続され得る。
【００３３】
　さらに図８の実施形態に示されるように、撮像デバイスのヘッド８１２は、ねじ式アク
セサリ、例えば、２．５４ｃｍ（１インチ）ねじ式アクセサリを受けるためのＣマウント
システムなどの光学マウントシステム８５０を含み得る。光学アクセサリから撮像センサ
８７５への光の伝達を容易にするために、窓８５５がこの実施形態にさらに組み込まれ得
る。撮像センサ８７５は、支持プリント回路基板または支持基板８７０に取り付けられ得
る。撮像センサ８７５を主回路または主プリント回路基板８６０に電子的に接続するため
の電子コネクタ８７８が、組み込まれ得る。撮像センサ８７５およびその他の回路から熱
を放散させるために、ヒートシンク８６１が設けられ得る。熱エネルギーが撮像デバイス
のヘッド８１２の外側部分に伝導または伝達され得るように、ヒートシンク８６１は、撮
像センサ８７５に物理的に接続される可能性があり、ヒートシンク８６１は、筐体８１０
にも接続される可能性がある。ヒートシンク８６１は、カメラヘッドがカーディアックフ
ローティング（ＣＦ）およびボディーフローティング（ＢＦ）ＩＳＯ規格を満たすことを
保証するための外部に露出したニュートラルセンサヒートシンクであってよい。ヒートシ
ンク８６１の一実施形態は、アルミニウムで作られ、熱伝達表面領域を増やすためのフィ
ンを有する可能性がある。主配線用ハーネス８８２が、有線接続８８０に組み込まれる可
能性があり、それによって、撮像デバイスのヘッド８１２のコンポーネントを制御ユニッ
トに電気的に接続する。
【００３４】
　撮像デバイスのヘッド８１２は、撮像デバイスのヘッド８１２内にデータを保存するこ
とを可能にするメモリ８８８またはメモリ回路をさらに含み得る。メモリ８８８に保存ま
たは書き込みされ得るデータは、撮像デバイスを一意に識別する識別シリアル番号を含む
可能性がある。メモリ８８８に保存または書き込みされ得るその他のデータは、撮像デバ
イスが使用された時間の長さ、すなわち動作時間、または撮像デバイスの電源がオンであ
った時間の長さなどのデータを含む可能性がある。メモリ８８８に書き込みされ得るデー
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タは、撮像デバイスの動作状態を示す滅菌データまたは更新データを含む可能性がある。
メモリ８８８に保存または書き込みされ得るデータは、製造年月日、最後の検証もしくは
品質管理チェックの日付、製造場所などのデータを含む可能性があり、すなわち、名称、
都市、州、番地など、撮像デバイスのヘッドが取り付けられた最後の制御ユニット、撮像
デバイスのヘッドの診断情報、撮像デバイスのヘッドに対する特定の手技の設定、または
外科医などの操作者もしくはユーザ用の好ましい設定を含み得る。撮像デバイスの上記の
特徴またはその他の特徴を示すデータが、撮像デバイス内のメモリに記録され得る。
【００３５】
　メモリ８８８は、不正使用または意図されていない使用を防ぐために暗号で保護され得
る。メモリは、本開示の範囲を逸脱することなしに、撮像デバイス内の撮像デバイスのヘ
ッド以外の任意の場所に配置されてよいことに留意されたい。メモリ８８８は、さまざま
な度合いのデータ永続性を提供する永続的部分または準永続的部分を含み得る。
【００３６】
　図９に示されるのは、撮像デバイスのヘッド９１２の一実施形態の断面図である。撮像
デバイスのヘッド９１２は、プラスチックまたは金属などの好適な剛性のある材料で作ら
れた筐体９１０を含み得る。筐体９１０は、内部の回路を保護するために流体およびガス
から密閉され、滅菌および更新に好適な表面を設けることができる。撮像デバイスのヘッ
ド９１２は、ボタン９２１および９２２を有するユーザ入力パネル９２０をさらに含み得
る。追加のボタンが設けられてもよく、ボタンの機能は、所与の手技および／または所与
の操作者向けにカスタマイズされ得る。制御パネル９２０は、電気的なコネクタ９２６に
よって撮像デバイスのヘッド９１２のその他の回路に内部的に接続され得る。
【００３７】
　さらに図９の実施形態に示されるように、撮像デバイスのヘッド９１２は、ねじ式アク
セサリ、例えば、２．５４ｃｍ（１インチ）ねじ式アクセサリを受けるためのＣマウント
システムなどの光学マウントシステム９５０を含み得る。光学アクセサリから撮像センサ
９７５への光の伝達を容易にするために、窓９５５がこの実施形態にさらに組み込まれ得
る。撮像センサ９７５は、支持プリント回路基板または支持基板９７０に取り付けられ得
る。撮像センサ９７５を主回路または主プリント回路基板９６０に電子的に接続するため
の電子コネクタ９７８が、組み込まれ得る。撮像センサ９７５およびその他の回路から熱
を放散させるために、図８で与えられたヒートシンクと同様のヒートシンクが設けられ得
る。熱エネルギーが撮像デバイスのヘッド９１２の外側部分に伝導または伝達され得るよ
うに、ヒートシンクは、撮像センサ９７５に物理的に接続される可能性があり、ヒートシ
ンクは、筐体９１０にも接続される可能性がある。主配線用ハーネス９８２が、有線接続
９８０に組み込まれる可能性があり、それによって、撮像デバイスのヘッド９１２のコン
ポーネントを制御ユニットに電気的に接続する。
【００３８】
　撮像デバイスのヘッド９１２は、撮像デバイスのヘッド９１２内にデータを保存するこ
とを可能にするメモリ９８８またはメモリ回路をさらに含み得る。メモリ９８８に保存ま
たは書き込みされ得るデータは、撮像デバイスを一意に識別する識別シリアル番号を含む
可能性がある。メモリ９８８に保存または書き込みされ得るその他のデータは、撮像デバ
イスが使用された時間の長さ、すなわち動作時間、または撮像デバイスの電源がオンであ
った時間の長さなどのデータを含む可能性がある。メモリ９８８に保存または書き込みさ
れ得るデータは、製造年月日、最後の検証もしくは品質管理チェックの日付、製造場所な
どのデータを含む可能性があり、すなわち、名称、都市、州、番地など、撮像デバイスの
ヘッドが取り付けられた最後の制御ユニット、撮像デバイスのヘッドの診断情報、撮像デ
バイスのヘッドに対する特定の手技の設定、または外科医などの操作者もしくはユーザ用
の好ましい設定を含み得る。撮像デバイスの上記の特徴またはその他の特徴を示すデータ
が、撮像デバイス内のメモリに記録され得る。
【００３９】
　メモリ９８８は、不正使用または意図されていない使用を防ぐために暗号で保護され得
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る。メモリは、本開示の範囲を逸脱することなしに、撮像デバイス内の撮像デバイスのヘ
ッド以外の任意の場所に配置されてよいことに留意されたい。メモリ９８８は、さまざま
な度合いのデータ永続性を提供する永続的部分または準永続的部分を含み得る。
【００４０】
　撮像デバイスのヘッド９１２は、対応するシールおよびソケットとともにボールジョイ
ント９９０を含む可能性があり、それによって、操作者またはユーザによる撮像デバイス
の連結中の、筐体９１０と有線接続９８０の間の動きやすさを高める。
【００４１】
　主に図１０を参照して、撮像デバイスのボールジョイント９９０の一実施形態が、さら
に詳細に検討される。図１０は、撮像デバイスのヘッド９１２を有線接続９８０に対して
移動させるときに、操作者のために連結の自由度を高めるボールジョイント９９０の断面
図を示す。ボールジョイント９９０は、実質的に球形の回転部またはボール９９１を含み
得る。ボール９９１は、ボール９９１がソケット９９２内に保持されている間実質的に自
由に回転できるように、対応するソケット９９２と連絡して機械的に動作するように構成
され得る。シールリング９９３を含めることによって、封止がボールジョイント９９０内
に提供され得る。シールリング９９３は、ボールジョイント９９０内に機械抵抗をもたら
す可能性もある。ボール９９１は、配線９９５がボールジョイント９９０を通り抜けるこ
とを可能にする開口９９４をさらに含み得る。
【００４２】
　図１１を参照して、無線送信機能を含む撮像デバイス１１００の一実施形態が、検討さ
れる。撮像デバイスのヘッド１１１２の一実施形態の断面図が、図１１に示される。撮像
デバイスのヘッド１１１２は、プラスチックまたは金属などの好適な剛性のある材料で作
られた筐体１１１０を含み得る。筐体１１１０は、内部の回路を保護するために流体およ
びガスから密閉され、滅菌および更新に好適な表面を設けることができる。撮像デバイス
のヘッド１１１２は、ボタン１１２１および１１２２を有するユーザ入力パネル１１２０
をさらに含み得る。追加のボタンが設けられてもよく、ボタンの機能は、所与の手技およ
び／または所与の操作者向けにカスタマイズされ得る。制御パネル１１２０は、電気的な
コネクタ１１２６によって撮像デバイスのヘッド１１１２のその他の回路に内部的に接続
され得る。撮像デバイスのヘッド１１１２は、Ｗｉｆｉ、赤外線、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈな
どの無線送信によって制御ユニットと通信することができる。任意の利用可能なスペクト
ルからの無線周波数、任意の構成の赤外線、超音波、および光を含むがこれらに限定され
ない無線による有線接続でない接続のその他の形式が、撮像デバイスのヘッド１１１２と
制御ユニットの間の通信を提供するために使用される可能性もある。
【００４３】
　さらに図１１の実施形態に示されるように、撮像デバイスのヘッド１１１２は、ねじ式
アクセサリ、例えば、２．５４ｃｍ（１インチ）ねじ式アクセサリを受けるためのＣマウ
ントシステムなどの光学マウントシステム１１５０を含み得る。光学アクセサリから撮像
センサ１１７５への光の伝達を容易にするために、窓１１５５がこの実施形態にさらに組
み込まれ得る。撮像センサ１１７５は、支持プリント回路基板または支持基板１１７０に
取り付けられ得る。撮像センサ１１７５を主回路または主プリント回路基板１１６０に電
子的に接続するための電子コネクタ１１７８が、組み込まれ得る。撮像デバイスのヘッド
１１１２の回路は、図３に示されたように無線で構成された制御ユニットからデータを送
受信するための無線トランシーバ１１１１に電気的に接続され得る。
【００４４】
　撮像デバイスのヘッド１１１２は、撮像デバイスのヘッド１１１２内にデータを保存す
ることを可能にするメモリ１１８８またはメモリ回路をさらに含み得る。メモリ１１８８
に保存または書き込みされ得るデータは、撮像デバイスを一意に識別する識別シリアル番
号を含む可能性がある。メモリ１１８８に保存または書き込みされ得るその他のデータは
、撮像デバイスが使用された時間の長さ、すなわち動作時間、または撮像デバイスの電源
がオンであった時間の長さなどのデータを含む可能性がある。メモリ１１８８に保存また
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は書き込みされ得るデータは、製造年月日、最後の検証もしくは品質管理チェックの日付
、製造場所などのデータを含む可能性があり、すなわち、名称、都市、州、番地など、撮
像デバイスのヘッドが取り付けられた最後の制御ユニット、撮像デバイスのヘッドの診断
情報、撮像デバイスのヘッドに対する特定の手技の設定、または外科医などの操作者もし
くはユーザ用の好ましい設定を含み得る。撮像デバイスの上記の特徴またはその他の特徴
を示すデータが、撮像デバイス内のメモリに記録され得る。
【００４５】
　メモリ１１８８は、不正使用または意図されていない使用を防ぐために暗号で保護され
得る。メモリは、本開示の範囲を逸脱することなしに、撮像デバイス内の撮像デバイスの
ヘッド以外の任意の場所に配置されてよいことに留意されたい。メモリ１１８８は、さま
ざまな度合いのデータ永続性を提供する永続的部分または準永続的部分を含み得る。
【００４６】
　図９および１０に示されたボールジョイントは、本開示の精神または範囲を逸脱するこ
となしに本開示の任意の実施形態で使用され得ることが理解される。したがって、例えば
、ボールジョイント９９０は、撮像デバイスのヘッド７１２、８１２、９１２、または１
１１２で使用され得る。同様に、（図８に示された）ヒートシンク８６１は、本開示の範
囲を逸脱することなしに本開示の任意の実施形態で使用され得ることが理解される。
【００４７】
　ここで図１２を参照して、無菌環境で画像を取得するためのシステムの一実施形態が、
検討される。システムは、メモリ１２０２、撮像センサ１２０４、および支持回路１２０
６を有する撮像デバイス１２０１を含み得る。システムは、プロセッサ１２２１と、時間
回路またはリアルタイムクロック１２２２と、計数回路または積算回路１２２４と、制御
ユニットメモリ１２２６とを有する制御ユニット１２２０をさらに含み得る。これらのコ
ンポーネントは、概して筐体内に設けられるが、簡単にするためにおよび検討するために
ここではブロック図の形態で示される。上記の回路のうちの任意のものが、制御ユニット
または撮像デバイスのいずれかから作動することができることが想定される。
【００４８】
　図１３に見られるように、撮像デバイス１２０１のメモリ１２０２は、以下の一連のデ
ータストレージを含み得る。
　ａ．カメラヘッドの動作時間
　ｂ．カメラが使用された回数
　ｃ．一意的な識別情報、すなわち、シリアル番号、ｉｄなど
　ｄ．製造年月日
　ｅ．最後の検証／品質チェックの日付
　ｆ．製造場所、すなわち（番地、州、都市など）
　ｇ．カメラヘッドが接続された最後のコンソール
　ｈ．カメラコンソールの診断情報
　ｉ．手技に特有のカメラヘッド設定（すなわち、ビデオ設定、ボタン設定など）
　ｊ．最後の滅菌の日付（製品の安全性を保証するために使用される）
　ｋ．外科医の設定
撮像デバイスを拡張し、本開示の範囲内にあるとみなされる追加的なデータが、メモリ１
２０２内に保存され得る。
【００４９】
　図１４を参照して、本明細書で開示された実施形態による撮像システムを使用する方法
が、検討される。使用の際、１４１０において、メモリ１２０２を含み得る滅菌された使
い捨て撮像デバイス１２０１が、提供される。１４２０において、ユーザが、使い捨て撮
像デバイス１２０１を補助制御ユニット１２２０に電子的かつ物理的に接続することがで
きる。１４３０において、制御ユニット１２２０が、メモリ１２０２を読むプロセスを開
始することができ、撮像デバイス１２０１のシリアル番号を登録する。１４４０において
、システムが、撮像デバイス１２０１が使用されたことを示す値がメモリ１２０２に記録
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されるようにする。１４５０において、システムが、撮像デバイス１２０１が制御ユニッ
ト１２２０に接続される日付および時間をメモリ１２０２に記録する。１４６０において
、時間計測プロセスが、１４５０で記録された基準時間から制御ユニットによって開始さ
れ、撮像デバイス１２０１が使用される継続時間を追跡または計測し、１４７０において
、当該継続時間が、メモリ１２０２に記録される。使用後、１４８０において、撮像デバ
イス１２０１が、制御ユニット１２２０から切り離され、次に、更新または再生のために
処分される。
【００５０】
　ここで図１５を参照して、使い捨て撮像デバイス１２０１を更新および再生する方法が
、検討される。１５１０において、撮像デバイス１２０１が、試験用制御ユニットまたは
マスタ制御ユニットに接続され得る。１５２０において、試験用制御ユニットまたはマス
タ制御ユニットが、特定の撮像デバイス１２０１が更新されるために、メモリ１２０２に
保存されたデータが、保存された状態そのままで試験用制御ユニットまたはマスタ制御ユ
ニットのストレージに記録されるようにする。１５２５において、撮像デバイスが、使用
するために別の制御ユニットに接続されたときに動作するように更新済みであり、使用で
きる状態にあることを示す値が、メモリ１２０２に設定される。次に、１５３０において
、更新の場所および日付が、メモリ１２０２に記録され得る。１５４０において、撮像デ
バイス１２０１が、滅菌される可能性があり、（１５５０において）保護滅菌パッケージ
に入れられる可能性がある。
【００５１】
　図１６を参照して、使用方法の代替実施形態が検討され、実施形態の安全設定を示す。
１６１０において、メモリ撮像デバイスのヘッドが、現場、すなわち手術室で組み立てら
れた後、および品質管理チェックが行われた後、マスタ制御ユニットまたはマスタコンソ
ールに接続されたときに、製造時刻を打刻され得る。１６２０において、撮像デバイスが
、通常の滅菌サイクルが持続する期間に近い期間などの所定の分数の間電源がオフであっ
たかどうかを判定するチェックが、行われ得る。１６３０において、撮像デバイスが所定
の時間の長さの間電源がオフであった場合、制御ユニットが、撮像デバイスが既に使用さ
れたことをユーザに知らせる画面上のメッセージを表示し、ビデオフィードによって画像
が生成されないようにさらなる動作を許さない。この特徴は、撮像デバイス、すなわちカ
メラが滅菌サイクル毎に２回以上使用されないことを保証する。また、この特徴は、正し
くないまたは安全でない使用から患者および医師を守る。
【００５２】
　図１７を参照して、使用方法の一実施形態が、検討される。使用中、撮像デバイスは、
制御ユニットに接続され得る。接続されると、撮像デバイスと制御ユニットの間に電子的
な通信接続が形成される。１７０２において、撮像デバイスが、制御ユニットにより供給
された電力によって電源をオンにされる可能性がある。１７０４において、制御ユニット
のプロセッサが、撮像デバイス内のメモリに記憶されている可能性がある撮像デバイスの
識別に関連するデータが読まれるようにすることができる。１７０６において、制御ユニ
ットのプロセッサが、撮像デバイス内のメモリから撮像デバイスの製造年月日に関連する
データが読まれるようにすることができる。次に、制御ユニットのプロセッサが、当該デ
ータを所定のデータ値の範囲と比較することができる。１７０７において、読まれたデー
タが所定のデータ値の範囲外である場合、エラーメッセージが表示される可能性があり、
撮像デバイスが動作を停止されることになる。１７０８において、制御ユニットのプロセ
ッサが、撮像デバイス内のメモリから撮像デバイスの再生に関連するデータが読まれるよ
うにすることができる。撮像デバイスの再生に関連するデータは、撮像デバイスが前に使
用されたことがあるか否かを示すデータを含み得る。次に、プロセッサが、当該データを
所定のデータ値の範囲と比較することができる。１７０９において、読まれたデータが所
定のデータ値の範囲外である場合、エラーメッセージが表示される可能性があり、撮像デ
バイスが動作を停止されることになる。１７１０において、制御ユニットのプロセッサが
、撮像デバイス内のメモリから撮像デバイスの再生日付に関連するデータが読まれるよう
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にすることができる。次に、プロセッサが、当該データを所定のデータ値の範囲と比較す
ることができる。１７１１において、読まれたデータが所定のデータ値の範囲外である場
合、エラーメッセージが表示される可能性があり、撮像デバイスが動作を停止されること
になる。１７１２において、制御ユニットのプロセッサが、撮像デバイスが所定の期間電
源を落とされ、それから再び電源を入れられたかどうかを確認するために、現在の手技の
使用情報が監視されるようにすることができる。この状態が発生する場合、撮像デバイス
が不正に変更されたか、または撮像デバイスを滅菌し、その撮像デバイスを２度目に使用
しようする試みがなされた可能性がある。所定の期間は、通常の滅菌プロセスが通常要す
る時間の長さに対応する可能性がある。次に、プロセッサが、当該データを所定のデータ
値の範囲と比較する。１７０１３において、読まれたデータが所定のデータ値の範囲外で
ある場合、エラーメッセージが表示される可能性があり、撮像デバイスが動作を停止され
ることになる。１７１４において、制御ユニットのプロセッサが、撮像デバイスが使用さ
れたことを示す値が撮像デバイスのメモリに設定されるようにすることができる。１７１
６において、制御ユニットのプロセッサが、使用の日付および時間が撮像デバイスのメモ
リに記録されるようにすることができる。例えば、使用の継続時間、手技の設定、および
ユーザの設定、ならびにメモリに記録するのに好適な任意のその他のデータなどの追加的
な情報が、撮像デバイスのメモリに記録され得る。１７１８において、撮像デバイスが、
制御ユニットから切り離され、それによって電源をオフにされ得る。
【００５３】
　ここで図１８を参照して、使用後に撮像デバイスを再生する方法が、検討される。使い
捨て撮像デバイスは複数回使用される耐久性を有する可能性があるが、滅菌を必要とする
ことが、撮像デバイスを再生し、それによって撮像デバイスを滅菌状態に戻すプロセスな
しに撮像デバイスが２回以上使用されることを防ぐことができることに留意されたい。撮
像デバイスに関する再生方法は、撮像デバイスが制御ユニットに電気的に接続されるとき
に、１８０２において撮像デバイスの電源をオンにするプロセスを含み得る。１８０４に
おいて、制御ユニットのプロセッサが、撮像デバイスに関する識別情報を示すデータが制
御ユニットのストレージに保存されるようにすることができる。制御ユニットは、撮像デ
バイスの再生用に構成されたマスタ制御ユニットであってよい。マスタ制御ユニットは、
複数の撮像デバイスを追跡し、それによって、１つのデバイスまたは複数のデバイスの使
用および状態などの関連する情報の一覧を保持する可能性がある。１８０６において、制
御ユニットのプロセッサが、製造年月日を示すデータが読まれ、所定の値または値の範囲
と比較されるようにすることができる。１８０７において、読まれたデータが所定の範囲
の値から外れている場合、エラーレポートが、発行され得る。１８０８において、制御ユ
ニットのプロセッサが、撮像デバイスのメモリに書き込まれた使用データを示すデータが
読まれ、制御ユニットのストレージに記録されるようにすることができる。１８１０にお
いて、プロセッサが、再生の日付および時間を示すデータが撮像デバイスのメモリに記録
されるようにすることができる。１８１２において、制御ユニットのプロセッサが、撮像
デバイスの使用回数を示すデータが読まれ、制御ユニットのストレージに記録されるよう
にすることができる。プロセッサは、読まれたデータを所定の値または値の範囲と比較し
て、撮像デバイスが引き続きの使用に適するかどうかを判定することができる。（１８１
３において）所定の値が超えられている場合、エラーメッセージが表示される可能性があ
り、撮像デバイスが使用を中止され得る。１８１４において、制御ユニットのプロセッサ
が、デバイスが機能できることを保証するために撮像デバイスのすべての回路の試験また
は品質管理チェックを開始することができる。１８１５において、撮像デバイスが品質管
理チェックに不合格になったと判定される可能性があり、エラーメッセージが表示される
可能性がある。１８１６において、撮像デバイスが、使用のためにリセットされ得る。リ
セットプロセスは、撮像デバイスが再生され、滅菌されたことを示すデータを撮像デバイ
スのメモリに書き込むステップを含み得る。１８１６においてデバイスが、制御ユニット
から切り離され、物理的に滅菌され、再パッケージされ得る。
【００５４】
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　主に図１９を参照して、無菌環境で使用するための、メモリを内部に有する撮像デバイ
スを作製するための方法の一実施形態が、検討される。１９０２において、撮像デバイス
が、制御ユニットに接続されたときに電源をオンにされ得る。制御ユニットは、製造プロ
セス用に構成されたマスタ制御ユニットであってよい。１９０４において、制御ユニット
のプロセッサが、撮像デバイスに関する識別シリアル番号を示すデータが撮像デバイスの
メモリに書き込まれるようにすることができる。１９０６において、制御ユニットのプロ
セッサが、製造場所を示すデータが撮像デバイスのメモリに記録されるようにすることが
できる。１９０８において、プロセッサが、製造年月日を示すデータが撮像デバイスのメ
モリに記録され得るようにすることができる。１９１０において、制御ユニットのプロセ
ッサが、デバイスが機能できることを保証するために撮像デバイスのすべての回路の試験
または品質管理チェックを開始することができる。１９１２において、撮像デバイスが、
パッケージするために制御から取り外され、滅菌され得る。
【００５５】
　図２０に示される一実施形態を参照して、撮像デバイスが使用を許されていることを検
証するために、制御ユニットによって使用に関して撮像デバイスを識別および認証するセ
キュリティコードまたは何らかのその他の手段を有するシステムが、ここで説明される。
認証用セキュリティコードまたは認証の手順は、メモリを含むＵＳＢデバイスなどのポー
タブルストレージデバイス、別のコンピュータ、またはその他のストレージデバイスから
直接転送することによって、インターネットを介して中央データベースから制御ユニット
に配布され得る。図２０を参照して、医療撮像システム内に更新を提供するための方法の
一実施形態が、検討される。２００２において、制御ユニットが、セキュリティ更新を受
信するために電源をオンにされ得る。２００４において、制御ユニットに接続されること
になる撮像デバイスに対応する認証コードを含むセキュリティ更新データが、提供され得
る。そのような認証コードは、システムのユーザが製造業者または配給業者によって不使
用として選択された撮像デバイスを使用することを防止され得ることをシステムが保証す
ることを可能にすることができる。不使用の選択基準は、安全性の考慮、リコールの考慮
、偽造防止対策、ならびに販売および契約の考慮を含み得る。２００６において、当該デ
ータが、撮像デバイスによって提供されるセキュリティコードと後で比較するために当該
データを提供するために、制御ユニットのストレージまたはメモリに転送され得る。ネッ
トワークを介した送信、ディスク、メモリドライブなどの持ち運び可能な記憶媒体からの
その場での送信による転送、または近距離無線送信を含むがこれらに限定されない、デー
タを転送するためのあらゆる手段を含むことは、本開示の範囲内である。２００８におい
て、システムが、電源をオフにされ得る。
【００５６】
　主に図２１を参照して、データを更新する特徴を有する撮像システムの一実施形態が、
検討される。撮像システム２１００は、制御ユニット２１０２およびデータサーバ２１０
４を含み得る。制御ユニット２１０６は、インターネット２１０６などのネットワークを
介してデータサーバ２１０４と電子的に通信することができる。制御ユニット１２０２は
、インターネット２１０６を介してデータサーバ２１０４から更新データを受信すること
ができる。制御ユニット２１０２は、いくつか例を挙げるとすれば、メモリスティック、
サムドライブ、ジャンプドライブ、ハードドライブ、光ディスクなどのメモリ転送デバイ
ス２１０８から更新データを直接受信することもできる。制御ユニット２１０２は、その
場で制御ユニット２１０２に提示されるＰＤＡまたはラップトップなどの別のコンピュー
タまたはポータブルデバイス２１１０から更新データを受信することもできる。データ転
送は、物理接続によっておよび／またはデータの無線転送によって行われ得る。
【００５７】
　前述の「発明を実施するための形態」においては、本開示の種々の特徴が、本開示を簡
潔にするために単一の実施形態にまとめられている。この開示の方法は、特許請求された
本開示が各請求項で明確に述べられているよりも多くの特徴を必要とするという意図を反
映していると解釈されるべきでない。むしろ、添付の特許請求の範囲が示すように、発明
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の態様は、単一の上述の開示された実施形態の全ての特徴よりも少ない特徴に存する。し
たがって、添付の特許請求の範囲は、各請求項が本開示の個別の実施形態として独立する
ようにして、この参照により本明細書でこの「発明を実施するための形態」に組み込まれ
る。
【００５８】
　上述の構成は、本開示の原理の応用を例示するに過ぎないことを理解されたい。多数の
修正および代替的な構成が、本開示の精神および範囲を逸脱することなしに当業者によっ
て考え出される可能性があり、添付の特許請求の範囲は、そのような修正および構成を包
含するように意図される。したがって、本開示が図面に示され、綿密かつ詳細に上で説明
されたが、大きさ、材料、形、形式、機能および動作の仕方、組み立て、ならびに使用法
の違いを含むがこれらに限定されない多数の修正が、本明細書において説明された原理お
よび概念を逸脱することなしになされ得ることは、当業者に明らかであろう。

【図１】

【図２】

【図３】



(22) JP 2013-502185 A 2013.1.17

【図４】 【図５】

【図６】

【図６ａ】

【図７】

【図８】



(23) JP 2013-502185 A 2013.1.17

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(24) JP 2013-502185 A 2013.1.17

【図１３】 【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】



(25) JP 2013-502185 A 2013.1.17

【図１８】 【図１９】

【図２０】 【図２１】



(26) JP 2013-502185 A 2013.1.17

10

20

30

40

【国際調査報告】



(27) JP 2013-502185 A 2013.1.17

10

20

30

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ａ６１Ｂ   1/04    ３７０　          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０２Ｂ  23/24    　　　Ｚ          　　　　　

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,T
M),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,S
E,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,
BH,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,I
L,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ
,OM,PE,PG,PH,PL,PT,RO,RS,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,
ZM,ZW

（特許庁注：以下のものは登録商標）
１．ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ

(72)発明者  タルバート，ヨシュア・ディー
            アメリカ合衆国ユタ州８４１２１，コットンウッド・ハイツ，フォート・ユニオン・ブールバード
            　１７６３
(72)発明者  ヘンリー，ジェレミア・ディー
            アメリカ合衆国ユタ州８４１２１，コットンウッド・ハイツ，フォート・ユニオン・ブールバード
            　１７６３
(72)発明者  ウィチャーン，ドナルド・エム
            アメリカ合衆国ユタ州８４４０５，サウス・オグデン，サウス　１１００　イースト　５５９１
Ｆターム(参考) 2H040 EA01  EA02 
　　　　 　　  2H100 CC03  CC07  EE00 
　　　　 　　  2H103 AA11  AA31  ZA41  ZA56 
　　　　 　　  4C161 AA24  AA25  AA26  JJ11  LL01 
　　　　 　　  5C122 DA26  EA42  EA63  FC01  FC02  GA34  GC76  HB01 



专利名称(译) 用于为无菌环境提供一次性成像装置的系统，设备和方法

公开(公告)号 JP2013502185A 公开(公告)日 2013-01-17

申请号 JP2012524922 申请日 2010-08-13

申请(专利权)人(译) 橄榄医疗公司

[标]发明人 タルバートヨシュアディー
ヘンリージェレミアディー
ウィチャーンドナルドエム

发明人 タルバート,ヨシュア·ディー
ヘンリー,ジェレミア·ディー
ウィチャーン,ドナルド·エム

IPC分类号 H04N5/225 G03B17/24 G03B17/02 A61B1/04 G02B23/24

CPC分类号 A61B1/0002 A61B1/00055 A61B1/00057 A61B1/00059 A61B1/00062 A61B1/042 G03B17/02 G02B23
/24

FI分类号 H04N5/225.C G03B17/24 G03B17/02 H04N5/225.F H04N5/225.D A61B1/04.370 G02B23/24.Z

F-TERM分类号 2H040/EA01 2H040/EA02 2H100/CC03 2H100/CC07 2H100/EE00 2H103/AA11 2H103/AA31 2H103
/ZA41 2H103/ZA56 4C161/AA24 4C161/AA25 4C161/AA26 4C161/JJ11 4C161/LL01 5C122/DA26 
5C122/EA42 5C122/EA63 5C122/FC01 5C122/FC02 5C122/GA34 5C122/GC76 5C122/HB01

代理人(译) 小林 泰
星野 修
中村省吾

优先权 12/541067 2009-08-13 US

外部链接 Espacenet

摘要(译)

公开和描述了用于为无菌环境提供一次性成像装置的系统，设备和方
法。关节镜手术，腹腔镜手术，妇科手术，并一次性高分辨率摄像机一
般包括手术中使用，但不限于，无菌泌尿外科手术，目的是为了确保一
次性成像设备。成像装置可以具有容纳在壳体中的单个成像传感器，
CCD（电荷耦合器件）或CMOS（互补金属氧化物半导体）。成像装置
还可以包括使用C安装螺钉或其他专有或独特连接方法附接到光学耦合装
置的能力。成像装置还可包括用于将数据发送到相机控制单元和从相机
控制单元发送数据的电缆。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/330b0dd0-a337-4fba-9fac-f3f5d646b07f
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/043586535/publication/JP2013502185A?q=JP2013502185A

